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清澤洌資料（清澤洌文庫）

9999009 清澤洌資料（清澤洌文庫）【　資料群： 】

人物

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

121

139 清澤洌肖像画　油絵　鶴見守雄作 鶴見　守雄 その他 「Paris.1938」のサインが記されている

140・141 帆船(模型)　計２隻 その他 460×410×130mm
530×120×410mm

人物

番号 年月日 西暦 資料名 出所 宛所 形態 備考

121

1 昭和17 1942 戦争日記（暗黒日記）　１９４２年１２月９
日～９月２８日

冊子 １９３×１３４×２９mm　日本評論社・昭
和10年日記・定価１円を使用

2 昭和18 1943 戦争日記（暗黒日記）　１９４３年１０月１
日～１９４４年７月９日

冊子 １９３×１３４×３３mm　日本評論社・昭
和１３年日記・定価１円２０銭ものを使
用

3 昭和19 1944 戦争日記（暗黒日記）　１９４４年７月１０
日～１９４５年３月10日

冊子 １９３×１３４×３４mm　日本評論社・昭
和１１年日記・非売品のものを使用

4 昭和20 1945 戦争日記（暗黒日記）　合本、１９４５年
３月２１日～４月２２日・４月２３日～５月
５日

冊子 ２６４×１８９×２２mm　チヨダノート２冊
を製本

5 大正14 1925 著作『米国の研究』（校正用、書き込み
有り）

清澤洌　日本評論社 書籍 函背なし・損傷多し・背表紙セロテー
プ止め　アメリカの政治・外交・経済・
社会・直筆校正　定価１円８０銭
　１９８×１３７mm　２８２ページ

6 昭和元 1926 著作『モダンガール』 清澤洌　金星堂発行 書籍 家庭や社会における婦人問題をまと
めている。女性の社会進出を進めるこ
とを説く。　定価１円30銭　清澤洌選集
１収録（山本義彦編・日本図書セン
ター・１９９８年７月２５日）　２１８ページ

7 昭和3 1928 著書『黒潮に聴く』 清澤洌　萬里閣書房
発行

書籍 太平洋の諸問題を扱う書（日米英中ソ
の外交政策）、日本の軍備撤廃までも
説いている。　定価２円80銭　清澤洌
選集２収録（山本義彦編、日本図書セ
ンター、１９９８年７月２日）　６０５ペー
ジ
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8 昭和4 1929 著作『自由日本を漁る』 清澤洌　博文堂出版
部発行

書籍 １９０×１３７mm　５５６ページ　１９２９年
５月５日発行・１０月１５日５版　表紙カ
バーなし　時局エッセイ集、張作霖爆
殺事件を日本のでっちあげでないと逆
説的に批判、共産党弾圧批判。　定価
１円８０銭　清澤洌選集３収録（山本義
彦編・日本図書センター・１９９８年７月
２５日）

9 昭和5 1930 著作『巨人を語る』 清澤洌　三省堂発行 書籍 １８５×１２８mm　３３０ページ　世界の
政治家・企業家など、過去から現在ま
での偉人伝　定価１円２０銭　カバーな
し　表紙装丁破損

10 昭和6 1931 著作『フォード』 清澤洌　三省堂発行 書籍 ２００×１４０mm　３１２ページ　函あり　
フォードの伝記・企業の発達史　定価
１円５０銭　特価７５銭

11 昭和6 1931 著作『不安世界の大通り』 清澤洌　千倉書房発
行

書籍 １９１×１３２mm　３９７ページ　１９３１年
４月２０日発行・５月１５日七版　背表紙
破れ　欧米の紀行文・ロンドン軍縮会
議の感想　定価１円５０銭

12 昭和7 1932 著作『アメリカは日本と戦はず』 清澤洌　千倉書房発
行

書籍 １９２×１３５mm　３７４ページ　日米の
戦争論が時局的に流行していた当時
の戦争論。結論として日米開戦は無い
としていた。　定価１円５０銭　清澤洌
選集１収録（山本義彦編・日本図書セ
ンター・１９９８年７月２５日）

13 昭和8 1933 著者『非常日本への直言』 清澤洌　千倉書房発
行

書籍 １９２×１３４mm  414ページ　背表紙破
損　世界の紀行文の形式で時事を語
る。前書きはこどもへのメッセージと
なっている。　定価１円５０銭　清澤洌
選集４収録（山本義彦編・日本図書セ
ンター、１９９８年７月２５日）

14 昭和8 1933 著作『革命期のアメリカ経済』 清澤洌　千倉書房発
行

書籍 １９２×１３６mm　４４０ページ　背表紙
破れ　ルーズベルトのニューディール
政策についての批判と検証　定価１円
５０銭

15 昭和9 1934 著者『激動期に生く』 清澤洌　千倉書房発
行

書籍 １９０×１３４mm　４００ページ　背表紙
焼け　高齢化進む政界批判・海外で
の日本の評判など時事問題・五一五
事件・松岡全権批判　定価１円５０銭
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16 昭和8 1933 著作『亜細亜モンロー主義』 モカンド著　清澤洌訳
　千倉書房発行

書籍 定価１円５０銭　背表紙破れ・カバーな
し・下部青インク染まり　アメリカでフィ
リピン独立を訴えたモンカドの著書の
和訳

17 昭和10 1935 著書『現代日本論』 清澤洌　千倉書房発
行

書籍 １９４×１３６mm  ３７８ページ　背表紙
カバー著しく日焼け　定価１円５０銭　
清澤洌選集５収録（山本義彦編・日本
図書センター・１９９８年７月２５日）　当
時の政治家論（近衛文麿・広田弘毅
ら）・政治状況・国際問題批判

18 昭和11 1936 著書『時代・生活・思想』 清澤洌　千倉書房発
行

書籍 １９０×１３４mm　４７７ページ　カバー
背表紙破れ　思想編・社会編・人物
編・国際編・生活編からなる。言論の
不自由な社会状況を憂う。　定価１円
５０銭

19 昭和11 1936 著書『極東の危機』（The Far Eastern 
Crisis）（中央公論付録）

アメリカ前国務長官ス
チムソン著　清澤洌訳
　中央公論社発行

書籍 １８５×１２７mm　２６４ページ　裏表紙
装丁不良

20 昭和12 1937 著作『ソ連の現状とその批判』 清澤洌　東洋経済新
報社

書籍 ヒトラー、アンドレ・ジッド、トロツキー、
ウェップによるソ連批判の紹介と清澤
の解釈。　１８７×１２７mm　１２９ページ
　定価５０銭

21 昭和13 1938 著書『現代世界通信』 清澤洌　中央公論社 書籍 函あり　１９７×１４１mm　５１９ページ　
ヨーロッパ各国の政治状況・紀行文　
定価１円８０銭

22 昭和15 1940 著書『第二次欧州大戦の研究』 清澤洌　東洋経済出
版部発行

書籍 １９６×１４０mm　４５６ページ　函あり　
慶応義塾での講義をまとめたもの。
１９４０年頃のヨーロッパ情勢（ドイツ・イ
タリアを中心に）　定価２円８０銭　清澤
洌選集５収録（山本義彦編・日本図書
センター１９９８年７月２日）

23 昭和17 1942 著作『国民学術境界叢書　外政家とし
ての大久保利通』

清澤洌　中央公論社 書籍 ２１９×１６０mm　２６３ページ　函あり　
定価２円５０銭　清澤洌選集７収録（山
本義彦編。日本図書センター・１９９８
年７月２日）
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24 昭和17 1942 著書『日本外交史』上巻・下巻 清澤洌　東洋経済新
報社発行

書籍 函あり　２冊同封　下巻装丁破損
　２２０×１６０mm　６７４ページ　開国か
ら大東亜戦争までの通史　定価６円
８０銭　清澤洌選集８収録（山本義彦
編・日本図書センター　１９９８年７月
２５日）

25 昭和30 1955 『日本外交年表竝主要文章』１８４０－
１９４５（上）

外務省編　日本国際
連合協会発行

書籍 定価９００円　２２３×１６５×４２mm　函
あり　開国（１８５３）からワシントン会議
（１９２１）まで・年表と外交文書

26 昭和30 1955 『日本外交年表竝主要文章』１８４０－
１９４５（下）

外務省編　日本国際
連合協会発行

書籍 ２２０×１６６×４４mm　函あり　ワシント
ン会議（１９２１）から敗戦（１９４５）まで
　定価1,000円

27 昭和16 1941 著作『現代日本文明史３　外交史』 清澤洌　東洋経済新
報社発行

書籍 ３０２×１６６mm　５７８ページ　函あり　
カビ付着　幕末から日独伊三国同盟ま
での通史　定価３円２０銭

28 昭和10 1935 著作『世界再分割時代』 清澤洌　千倉書房発
行

書籍 １９３×１３２mm　４５２ページ　背表紙
上部破損　植民地の争奪について　
帝国主義の歴史　日本のとるべき方針
　定価１円５０銭

29 昭和元 1926 『旋風』（清澤洌「東へ」） 朝日新聞社発行 書籍 １８９×１３３mm　２８７ページ　朝日新
聞社のアサヒグラフに掲載された２６人
の文筆人による連作小説集。画も画家
でない者による作品が挿絵として添え
られている。清澤の小説の挿絵は高
村貞夫が描いている。　定価１円８０銭

30-31 昭和20 1945 著書『戦後世界秩序私案（桑港会議の
議題「国際連合」の紹介と批判）』２冊

清澤洌　東洋経済新
報より採録

冊子 ２０７×１５２mm　１９ページ　ダンバー
トン・オークス会議（１９４４年８月～１０
月）で作成された「国際連合憲章」原
案を紹介。サンフランシスコ会議
（１９４５年４月～６月）の議題となった
同原案をもとに、清澤の私案をまとめ
ている。小林一三に依頼し清澤の死
後に完成したもの。

32 昭和11 1936 著書「天然資源の再配分　太平洋問
題の解決法」（Redistribution of 
Natural Resources of Pacific Problem）
（『国際評論』１９３６年１月）

清澤洌 冊子 ２２０×１５１mm　１９ページ　英文　
「Retsu K.Kiyosawa」と署名あり
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33 昭和11 1936 著書『自由主義とは何か』 東洋経済新聞社（戸
坂潤・清澤洌・加田哲
二・大島豊・室伏高
信・赤松克麿・蝋山政
道・長谷川如是閑・石
橋湛山らによる対談）

書籍 ほかに杉森孝次郎・今中次麿・石井満
　１８７×１２９mm　２２０ページ　自由
主義・ファシズムなど時局について　
定価５０銭

34 昭和11 1936 著書『現代日本論』（中国語訳） 清澤洌　荊冬青訳　北
新書局広州分局発行

冊子 １８７×１３０mm  １４２ページ　背表紙
下部破損・表紙左上破れ　定価国幣５
角

35 昭和11 1936 著書『ファッショは何故に生まれたか』 清澤洌　東洋経済出
版部

書籍 １８７×１２９mm　７８ページ　表紙カ
バーなし　裏表紙に千倉書房の標章
などがあるため、別の冊子のカバーを
かけていると思われる　ドイツ・イタリア
のファシズムについて　日本のファシ
ズムについて　東洋経済パンフレット
第１４輯

36 昭和12 1937 著書『女性時局読本（混沌たる時局の
一切がてにとる様にわかる）』（「婦人公
論」３月号付録）

清澤洌　中央公論社
発行

冊子 ２２２×１４９mm　１４４ページ　表紙と
本体が分離　本誌ともに定価６０銭

37 昭和10 1935 著書『混迷時代の生活態度（理智は克
つ）』

清澤洌　千倉書房発
行

書籍 １９０×１３５mm　３１８ページ　背表紙
日焼け（判読不明）　右傾化する日本
の現状に対し、理性的に生きることの
大切さを説いている。身近な社会問題
から国際問題まで平易な文章でまとめ
られている。　定価１円５０銭

38 明治39 1906 『天頼』　第２巻第３号（研成義塾同窓
生の雑誌）

冊子 ガリ版刷

39 明治41 1908 アルバム（写真類）１ 写真

40 アルバム（写真類）２（資料コピー等混
入、清澤洌本人の写真多数）

写真

41 アルバム（写真類）３（清澤洌本人写真
多数）

写真

42 昭和10 1935 スクラップブック（新聞記事の収集、
１９３５年～１９３８年）

その他

43 旋風帖（「旋風」に掲載された挿絵の寄
せ書き集）

その他 ２４１×１７０mm　３１ページ
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44 写真　張作霖　原稿 写真 ３９０×３２０mm　張作霖のポートレート
　「清澤洌先生恵存　張作霖」と記され
ている。奉天永清照像館の台紙

45 昭和18 1943 寄せ書　Ⅰ（１９４３年４月１５日～
１９４３年１０月）

馬場恒吾・小林一三・
文史朗らによる寄せ書
き

冊子 ２２３×１５７×２６mm

46 昭和12 1937 寄せ書　Ⅱ 冊子 ２６８×２１０×２６mm

47 原稿（４編「会議への招請まで」、「日英
同盟と役割」、「対支問題の経緯」・バ
ラ「peace and war」）

綴 １８６×２５６×８０mm

48-49 昭和5 1930 ロンドン会議プレスカード（２枚、中央
公論特派員として取材）

紙 ①８９×１１４mm　Ｂ４５と青鉛筆書き
 　Retsu Kiyosawa  　Cho Koron②

１０２×６４mm　二つ折り　Monsieur 
Retsu Kiyosawa　  Cho Koron

50 大正14 1925 パスポート その他

51 昭和5 1930 ロンドン軍縮会議のレセプションメ
ニュー（暗黒日誌の新聞広告・吉田茂
書簡の解読文書・１９４０年３月ゴルフ
雑誌の切り抜き挿入）

冊子 ２６６×１９７mm

52 大正2 1913 観光写真帖（カリフォルニア州タコマ市
移民の日本訪問団の写真アルバム）

日米用達会社発行 冊子 ２２６×１５５×９mm　装丁破損　定価１
円　清澤洌タコマ支社主任の名刺が
内表紙に貼付

53 昭和14 1939 吉田茂からの書簡（１９３９年１２月１９
日）

吉田茂 清澤洌 封筒 １９２×７００mm

54 昭和14 1939 吉田茂からの書簡（１９３９年１２月８日） 吉田茂 清澤洌 封筒

55 昭和14 1939 吉田茂からの書簡（１９３９年１２月１０
日）

吉田茂 清澤洌 封筒

56 昭和14 1939 吉田茂からの書簡（１９３９年１２月１５
日）

吉田茂 清澤洌 封筒 １９２×７４０mm

57 昭和14 1939 吉田茂からの書簡（１９３９年１２月１９
日）

吉田茂 清澤洌 封筒 １９２×５１０mm

58 昭和15 1940 吉田茂からの書簡（１９４０年２月２日） 吉田茂 清澤洌 封筒 １９２×８２０mm

59 昭和7 1932 吉田茂からの書簡（１９３２年５月２３日） 吉田茂 清澤洌 封筒 １９７×５８５mm
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60 ― 吉田茂からの書簡（１１月２７日） 吉田茂 清澤洌 封筒 １８０×５８０mm

61 吉田茂からの書簡（１月１６日） 吉田茂 清澤洌 封筒

62 昭和18 1943 若槻禮次郎からの書簡（１９４３年７月
１５日）

若槻禮次郎 清澤洌 封筒 １９３×５５３mm

63 昭和17 1942 芦田均からの書簡（１９４２年６月２０日） 芦田均 清澤洌 封筒

64 昭和16 1941 芦田均からの書簡（１９４１年７月１７日） 芦田均 清澤洌 封筒

65 昭和19 1944 芦田均からの書簡（１９４４年６月１７日） 芦田均 清澤洌 封筒

66 昭和18 1943 幣原喜重郎からの書簡（１９４３年２月９
日）

幣原喜重郎 清澤洌 封筒 ２００×１１０５mm

67 昭和18 1943 幣原喜重郎からの書簡（１９４３年２月４
日）

幣原喜重郎 清澤洌 封筒 １９０×８６０mm

68 幣原喜重郎からの書簡（３月２７日） 幣原喜重郎 清澤洌 封筒 １９０×８６０mm

69 昭和18 1943 幣原喜重郎からの書簡（１９４３年７月
１６日）

幣原喜重郎 清澤洌 封筒 １９５×１１４０mm

70 昭和15 1940 牧野伸顕からの書簡（１９４０年７月１８
日）

牧野伸顕 清澤洌 封筒 ２００×４７４mm

71 昭和17 1942 牧野伸顕からの書簡（１９４２年５月２
日）

牧野伸顕 清澤洌 封筒 １９０×５１０mm

72 昭和18 1943 牧野伸顕からの書簡（１９４３年１月８
日）

牧野伸顕 清澤洌 封筒 １８９×３７２mm

73 昭和17 1942 小林一三からの書簡（１９４２年７月１
日）

小林一三 清澤洌 封筒 １７７×５１２mm

74 昭和17 1942 小林一三からの書簡（１９４２年９月４
日）

小林一三 清澤洌 封筒 １７９×４３７mm

75 昭和17 1942 小林一三からの書簡（１９４２年１２月
１０日）

小林一三 清澤洌 封筒

76 小林一三からの書簡（７月１２日） 小林一三 清澤洌 封筒

77 小林一三からの書簡（８月７日） 小林一三 清澤洌 封筒

78 昭和17 1942 小林一三からの書簡（１９４２年７月２１
日）

小林一三 清澤洌 封筒

79 昭和18 1943 近藤浩一路からの書簡（１９４３年７月
１０日）

近藤浩一路 清澤洌 封筒 １７８×１２６５mm

80 昭和18 1943 近藤浩一路からの書簡（１９４３年７月
２７日）

近藤浩一路 清澤洌 封筒 １９２×９５０mm
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81 昭和20 1945 石橋湛山からの書簡（１９４５年７月１４
日）

石橋湛山 清澤綾子 封筒

82 昭和20 1945 石橋湛山からの書簡（１９４５年９月１９
日）

石橋湛山 清澤綾子 封筒

83 昭和20 1945 石橋梅からの書簡（１９４５年９月１９日） 石橋梅 清澤綾子 封筒

84 昭和20 1945 嶋中雄作からの書簡（１９４５年７月１２
日）

嶋中雄作 清澤綾子 封筒

85 昭和20 1945 津田左右吉からの書簡（１９４５年５月
３０日）

津田左右吉 清澤洌遺族 封筒

86 昭和18 1943 松平恒雄からの書簡（１９４３年８月３１
日）

松平恒雄 清澤洌 封筒 １９５×６９５mm

87 昭和9 1934 講演集「講演」２５９号（『現代ジャーナ
リズム批判』１９３４年７月１０日）

東京講演会 冊子 定価４０銭　昭和９年５月１８日早稲田
大学大隈講堂（主催早稲田大学出版
研究会）　現代ジャーナリズムの批判
　２２２×５１mm　２８ページ

88-92 昭和10 1935 講演集「講演」２８５号（『支那の対日真
意を打診する』１９３５年３月３０日）

東京講演会 冊子 定価４０銭　昭和１０年３月１５日霞山
会館（東亜同文会主催）
　１５１×２２１mm　４０ページ　５冊あり

93 昭和10 1935 講演集「講演」２９５号（『自由主義と其
の批判』１９３５年７月１０日）

東京講演会 冊子 定価４０銭　藤沢親雄・清澤洌・戸坂潤
の三者の講演　清澤は左右両翼によ
る暴力革命に反対した。
　１５１×２２１mm　５６ページ

94 昭和11 1936 講演集「講演」３２９号（『植民地再分割
と日本の前途』１９３６年６月２０日）

東京講演会 冊子 昭和１１年５月３０日青山学院（主催日
本国際協会青山学院支部）
　１５１×２２１mm　４０ページ　定価４０
銭

95-99 昭和10 1935 講演集「講演」３３０号（『現代政治家は
斯く要求す』１９３５年６月３０日）

東京講演会 冊子 昭和１１年６月２０日経済倶楽部（主催
東京講演会）　７人の政治家との討論
会　１５１×２２１mm　４０ページ　５冊あ
り　定価４０銭

100-103 昭和14 1939 講演集「講演」４４６号（『第二次世界大
戦と国際情勢』１９３９年９月２０日）

東京講演会 冊子 昭和１４年９月１３日火災保険倶楽部　
短期に終わるか・長期に終わるか・勝
利はいずれに・ドイツの有利不利・支
那事変に対する影響　定価４０銭
　１４８×２２１mm　３２ページ　４冊あり
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104-105 昭和12 1937 講演集「世界思想家のソビエト批判の
紹介　清澤洌　昭和１２年６月発行　経
済倶楽部講演」（「我国の液体燃料資
源に就いて　植村発巳」）

東洋経済出版部 冊子 非売品　ソビエト批判紹介・ヒトラー、ト
ロツキー、シドニー　ウェップ・アンドレ
　ジッドのソビエト連邦批判　１９３７年５
月２８日経済倶楽部定例午餐会にお
いての講演　１８８×１２８mm　６０ペー
ジ　２冊あり

106-108 昭和16 1941 講演集「日本外交の特質　清澤洌　昭
和１６年６月発行　経済倶楽部講演」
（「最近支那の真相と南洋発展　神田
正雄」）

東洋経済新報社 冊子 非売品　外交とは何か　開国から・三
国干渉までの外交史　昭和１６年５月２
日経済倶楽部（東京）での講演録
　１８５×１２６mm　５０ページ　３冊あり

109 昭和14 1939 講演集「欧州大戦の動向と事変の収
拾」（１９３９年１０月５日日本橋倶楽部）

日本講演通信社 冊子 定価１０銭　１８５×１２６mm　４４ページ
　ドイツ・イタリアの動向　日本の行方　
「アメリカも気が荒くなっているから日
本の出方によっては太平洋に風波が
立たないとの限らない」と講演　昭和
１４年１０月　講演通信

110-111 昭和16 1941 講演集「太平洋を繞る日米蘇関係鼎
談会」（清澤洌・角谷健次・岡野隆一の
鼎談　１９４１年３月１５日）

日本講演通信社 冊子 定価２０銭　１８４×１２４mm　４７ページ
　２冊あり

112 昭和13 1938 講演集「ラジオ講演講座５２　欧米婦人
の印象」（１９３８年１０月２５日）

日本放送出版協会 冊子 定価１０銭　２１９×１４５mm　４８ページ
　１９３８年１０月３日ＡＫより放送　日本
の婦人ほど自分を犠牲にして夫と子ど
もと家庭のためには働く女性は世界の
どこに行っても無い

113 昭和14 1939 ラジオ講演講座６５（１９３９年３月５日） 日本放送出版協会 冊子 定価１０銭　２２０×１４７mm　４８ページ

114 昭和14 1939 講演集「当面日本の全面的分析」
（１９３９年４月１日）

中央公論４月号特別
付録

冊子 定価１円３０銭　１４４×１００mm　１９０
ページ　背表紙破損　４者による講演
集　「事変外交」芦田均　「国内政治」
木原道雄　「財政経済」太田正孝　「世
界情勢」清澤洌

115 講演案内チラシ「欧州政局の動向と極
東問題　清澤洌」

紙

116-117 昭和10 1935 講演の友　第９０号１２月上旬号
（１９３５年１２月１日）

講演の友社 冊子 定価１０銭　演題「ムッソリーニと語って
二十分」　１８５×１２６mm　９４ページ
　２冊あり
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119 昭和7 1932 講演集「旬刊講演集　大統領選挙を中
心とせる米国政治情勢」（１９３２年１１
月２０日　１１月２日中央大学での講
演）

東京講演同好会発行 冊子 定価１円３０銭　１８８×１２８mm　４８
ページ

120 昭和8 1933 スクラップブック（新聞　１９３３年～
１９３５年）

冊子 新聞に掲載された時事や清澤自身の
コラム、記事

121 スクラップブック（英字新聞） 冊子 購読していた英字新聞のスクラップ記
事

122 大正15 1926 スクラップブック（新聞　１９２６年６月１６
日～１２月１９日）

冊子

123 昭和5 1930 スクラップブック（新聞　１９３０年２月１１
日～１９３３年１１月３日）

冊子

124 昭和2 1927 スクラップブック（新聞　１９２７年１月５
日～１９３０年７月）

冊子

125 大正12 1923 スクラップブック（新聞　１９２３年１１月
１０日～１９２６年）

冊子

126 大正12 1923 スクラップブック（英字新聞　１９２３年
１０月～）

冊子

127 昭和7 1932 スクラップブック（新聞　１９３２年１１月
１４日～１９３３年５月２日）

冊子

128 昭和13 1938 スクラップブック「清澤記事　１９３８年
～１９４２年」（１９３８年７月２５日～
１９４２年１２月１０日）

冊子

129 昭和8 1933 スクラップブック（新聞　論説　１９３３年
２月３日～１９３９年１月２９日）

冊子

130 欧米は日本を如何に観て居るか（日本
外交協会第２６８回例会　清澤洌講演
要旨）

冊子

131 世界を旅して（「人の一人を惜しみ物
の一つを惜しむ」所収）

清澤洌 冊子

132 戦後世界秩序私案 清澤洌 冊子

133-138 Redistribution of Natuｒal Resources 
Solution of Pacific Problems

清澤洌 冊子 ６冊あり
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